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アサヒグループホールディングス 会社概要

2023年売上収益・事業利益（セグメント別）

外円：売上収益
内円：事業利益

アサヒグループホールディングス株式会社

昭和24年（1949年）9月1日

※2011年7月に、純粋持株会社化に伴い、「アサヒビール株式会社」より商号変更

２８，７２４名（連結）

連結子会社:１９９社 関連会社数:３２社

◆ 商 号

◆ 設 立

◆ グループ従業員数

◆ グループ会社数



Pilsner Urquell

ブランドが誕生してから180年以

上、伝統的製法を守りながらピル ゼ

ン醸造所のみでつくられている世界

初のピルスナービール。トリプ ルデ

コクション製法による麦芽の甘みと、

ザーツ産ホップ由来の苦みがバラン

スよく調和している。

グローバルブランド
私たちは歴史と伝統、独自価値をもつ5つのプレミアムビールをグローバルブランドとして展開しています。

原材料・製法・品質へのこだわりとともに、変化する消費者ニーズに対応するための革新的な製品を常に探求し続けています。

Peroni Nastro
Azzurro

1963年にローマで誕生。イタリアが誇る

職人技と確かな品質を体現したプレミア

ムイタリアンビール。原材料には、専売特

許であるノストラーノ・デリソラ種のトウ

モロコシをはじめ最高級のものを使用。

さっぱりとした爽やかな飲み心地。

2022年にはアルコール度数0.0%の

Peroni Nastro Azzurro 0.0%を発

売した。

Asahi Super Dry

世界初の“辛口”ビールとして1987年に

誕生。Asahi Super Dryは、日本の代

表的なビールブランドで、先進的な日本を

象徴するグローバルブランド。日本の醸造

責任者の監修のもと、厳格な品質基準で

醸造され、さらりとした飲み口とキレ味さ

える辛口が特徴。2023年にはアルコー

ル度数0.0%のAsahi Super Dry

0.0%を発売した。

Kozel

1874年にVelké Popovice村で初め

て醸造され、現在Kozelは世界を代表す

るチェコビールブランドになった。厳選さ

れた麦芽とチェコ産のアロマホップ「プレ

ミアント」を使用し、バランスのとれた味

わいと心地良い苦みを楽しめる。

Grolsch

400年以上の歴史と伝統をもった

Grolschは、下面発酵、2種類のハラ

タウホップを含む厳選された原材料の

使用、自然熟成という伝統的な製法を

採用し続けている。グラスを傾けるた

びに、職人技を楽しめる。
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事業基盤

欧州

日本

東南アジア

オセアニア

生産拠点エリア

製品展開エリア

2兆7,691億円*1 68カ所 100ヵ国・地域以上 28,724人
100億リットル以上

（酒類＋飲料）

売上収
益

生産拠点数 事業展開国数 従業員数 生産量

*   売上収益以外はいずれも2023年12月31日現在の数値

*1 2023年12月期実績
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サステナビリティと経営の統合を実現させるため、コーポレートステートメント「Make the world shine」を掲げ、

サステナビリティに取り組む理由、取り組み方、取り組むことを「サステナビリティ・ストーリー」として設定しています。この考え方に基づきグループ一丸となって

サステナビリティの推進を強化するとともに、社内外のステークホルダーとのエンゲージメントの向上を進めていきます。

また、実践に向けたアプローチとして重点方針を定めるとともに、従来の取り組みテーマを再整理し、経営資源を集中させて取り組む重点テーマを設定しています。

サステナビリティ・ストーリー

私たちは世界各地で100年以上にわたり、自然の恵みと自然の力によって、数々の「期待を超

えるおいしさ」を生み出してきた。私たちの提供する商品が人と人をつなげ、コミュニティをつ

くり、「楽しい生活文化」に貢献してきたことは、私たちの誇りであり、未来に引き継いでいくべ

きプラスの価値だと信じている。

より良い未来のため、脱炭素・水資源の有効活用などによる持続可能な生態系と循環型社会の

実現、人と地域のつながりによる強く美しいコミュニティづくり、アルコール起因の害が発生し

ない飲用機会の創造や社会の仕組みづくりなどを、ステークホルダーと共にアイデアや技術を

出し合い、実現に向けて推進していく。

私たちのビジネスが環境や社会全体に及ぼす潜在的な影響を管理する必要があると考えてい

る。私たちは、こうした課題に正面から向き合い、サステナビリティを経営の根幹に置き、環境

や社会にプラスの価値を生むことで事業の持続的な成長へと変革する。

私たちは、自然・コミュニティ・社会とのより良いつながりを実現し、「期待を超えるおいしさ、

楽しい生活文化の創造」に貢献し続けることで、持続可能な明るい未来を創りだしていく。世

界の人々の明日を明るく輝かせる我々の意志を示す「Make the world shine」というコー

ポレートステートメントのもと、様々なアクションを展開していく。

未来に引き継いでいく私たちの価値 未来に向け変革していくこと

変革のために取り組むこと 未来への宣言
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Asahi Group PhilosophyとCorporate Statement
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アサヒグループの目指すサステナビリティ

➢ サステナビリティを経営の根幹に位置付け、”サステナビリティと経営の統合”の実現を目指し、取
り組みを進めている

事業インパクト 社会インパクト

Mission 期待を超えるおいしさ、楽しい生活文化の創造
Make the world shine

“おいしさと楽しさ”で世界に輝きを

Asahi Group Philosophy コーポレートステートメント

社内外でのコラボレーションやイノベーション
（更なる事業インパクトの創出）

インパクト可視化の取り組み
（施策の優先順位付け、

ステークホルダー・エンゲージメントの向上）

持続性のあるリターンで成長
事業と社会の持続性向上

将来を見据えた
リーダーシップ
（監督・報告）

諮問 答申

取締役会

サステナビリティ
アドバイザリー委員会

事業課題

社会課題

～サステナビリティを経営の根幹に～

マテリアリティ

重点テーマ
（リスクと機会）

グローバル
サステナビリティ委員会

戦略・グローバル目
標の設定 アクションプラン

指標・目標
指標・目標

各事業

売上 ブランド

サステナビリティ

各事業

品質 コスト

サステナビリティ

◼アサヒグループのサステナビリティと経営の統合
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サステナビリティ戦略

成果

エンゲージ
メント

方針

事業・機能への組み込みによる事業インパクト・社会インパクトの創出

ビジョン

コミュニケーション 開示（ディスクロージャー）

サステナビリティ・
ストーリー

未来に引き継いでいく
私たちの価値

未来に向け
変革していくこと

変革のために
取り組むこと

未来への宣言

バリューチェーン全体で人々のサステナブルな生活を実現する
バリューチェーン全体のリスク軽減と機会獲得に取り組み、商品・サービスで事業インパクトと社会インパクトを生み出す

重点方針

人と人とのつながりの創出による持続可能な
コミュニティの実現

人権の尊重

健康価値の創造

気候変動への対応

持続可能な容器包装

持続可能な農産物原料

持続可能な水資源

不適切飲酒の撲滅

新たな飲用機会の創出によるアルコール
関連問題の解決

重点テーマ

取り組み

マテリアリティ
重点・取り組み

テーマ

取り組みテーマ
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サステナビリティ推進体制

取締役会

Executive Committee / Corporate Management Board

グローバルサステナビリティ委員会

サステナビリティ実行会議

サステナビリティ タスクフォース
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■Asahi Group HD

■Regional Headquarters（地域統括会社）

日本

Sustainability
部門

欧州

Sustainability
部門

ｵｾｱﾆｱ

Sustainability
部門

東南ｱｼﾞｱ

Sustainability
部門

Sustainability（事務局）

サステナビリティアドバイザリー

委員会（諮問機関）監督

執行
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人権に関する世界の動向・企業に求められる人権取り組み

ビジネスと人権に関
して政財界から高い

注目

EUを中心に企業に
対し法的拘束力のあ
る義務を課す法整備

ビジネスと人権に関する指導原則
「人権を尊重する企業の責任」

コミットメント
の表明

人権DDの実施
負の影響への
是正・救済

世
界
の
動
向

企
業
に

求
め
ら
れ
る

取
り
組
み

人権DDの実施など
の行為を義務化する
行為規制の増加

米国でのウイグル強制
労働禁止法による
経済制裁・輸出入規制

ソーシャルタクソノ
ミー策定、ウォッシュ
批判など真の取り組
みの意義の追求
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企業に求められる人権尊重の取り組み
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人権方針
グリーバンスメカニ

ズム
（是正と救済）

人権リスク特定・
評価

情報公開

負の影響の防止・
軽減

取組み効果の
追跡・検証

人権教育／ステークホルダーとのエンゲージメント（対話・協働）

Ｐ Ｄ

A C

人権デューデリジェンス

アサヒグループの人権取り組み

2022年9月 経産省「責任あるサプライチェーン等における
人権尊重のためのガイドライン＜ダイジェスト＞」

✓ 日本では2020年10月に「ビジネスと人権に関する

行動計画（NAP）」、2022年9月に「責任あるサプラ

イチェーン等における人権尊重のためのガイドライン」

が公表。

✓ アサヒグループでは2019年5月に人権方針を策定し、

人権取り組みを開始
2020年10月「ビジネスと人権」

に関する行動計画
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企業に求められる人権尊重の取り組み 企業にとって新たなこと

✓ 「ビジネスと人権」において、企業は、直接的な取引や法的義務の有無にかかわらず、企業活動に関わる全て
の人々の人権を尊重する責任を求められている。

✓人権侵害に対し、人権侵害認識後に適切に是正措置を取ることだけでなく、未然に防ぐための仕組みを作
り、仕組みを維持・改善すること＝人権デューデリジェンスがすべての企業に求められている。

自社が直接関わっている部分

農家
農協
等

輸出
業者

加工 アサヒ 流通
消費
者

輸入
商社

「ビジネスと人権」で企業の責任が求められる部分

ビジネスと人権：企業が影響を及ぼす範囲のすべての人々の人権

従来の人権概念

予防・検知のための
仕組みづくり 人権侵害 是正措置

従来の企業の取組み

ビジネスと人権で企業に求められている取組み

人権デューデリジェンス

企業には「人権尊重＝事業活動によって人権侵害をしないこと」
人権侵害の「予防」＝「人権デューデリジェンス」が求められる。
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